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Shari Town
Assembly議会だより

北海道開発局網走開発建設部　写真提供 

2050年二酸化炭素排出量実質ゼロを目指す「ゼロカーボンシティ」宣言
斜里町においても二酸化炭素排出量の削減・脱炭素社会実現に向けた環境整備に努めてきま
した。世界自然遺産地域をはじめとする豊かな自然環境は町民生活や基幹産業の基盤となる
ものです。この豊かな自然環境を次世代に引き継ぐためにも生活環境・自然環境の保全を図
るとともに2050年まで二酸化炭素排出量の実質ゼロを目指すゼロカーボンシティの実現を目
指す宣言をします。
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●
個
人
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る
さ
と
納
税
推
進
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１
５
０
０
万
円

・
記
念
品
代　
　
　
　
　
　

４
３
０
万
円

・
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
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タ
ル
サ
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ト
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お
よ
び
事
務
代
行
業
務
委
託
料

１
４
５
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円

・
ふ
る
さ
と
応
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「
ま
な
び
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ど
り
」
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金
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追
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０
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円

一
般
会
計
補
正
予
算

総
額
94
億
５
８
０
０
万
円

主にコロナ感染対策費、新年度につながる事業の
計画策定に関する協議事項がありました。

１月臨時会議・27日

（
第
10
回
）

●
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５
９
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事
業　
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４
９
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６
１
３
万
円

・
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路
維
持
管
理
事
業　
　
　
　

１
５
０
万
円

・
病
院
事
業
会
計

　

検
診
シ
ス
テ
ム
追
加
業
務
委
託
料　

62
万
円

全員協議会
一般廃棄物処理の広域化
　　　　　　及び次期一般廃棄物処理基本計画策定

国、道は、廃棄物処理施設の集約化、広域化の方針を
進め、他地域では集約化が進んでいます。斜網地域（網
走市、大空町、美幌町、小清水町、清里町、斜里町）は、
現状では様々な方式により処理が行われています。今後
は、人口減に伴い処理施設の広域化の検討を進める必要
があります。施設整備には、多額の費用を要するため、
概算設備費用についての調査を事前に実施しています。

斜里町空き家対策計画（案）

近年、人口及び世帯数の減少に伴い、斜里町でも空き家
が増加傾向にあります。今後は、国の指針、ガイドライ
ンに則し、空き家対策を総合的かつ計画的に実施するた
めに計画を策定します。

新年度予算・定例会議
デジタル・トランス・フォーメーション

⬇
DX が　はじまる　2022
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総
額
98
億
82
万
円

令
和
３
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
回・第
12
回
）

小
暮
議
員　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
で
子
育
て
支

援
の
双
方
向
機
能
を
充
実
す
べ
き
で
は
？

企
画
総
務
課　

ど
の
よ
う
な
場
面
で
の
利

用
に
な
る
か
、今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

３月定例会議・３月９日〜 18日
　

事
業
実
施
に
か
か
る
追
加
・
更
正
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
主
な
補
正
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

・
町
民
の
抗
原
・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
へ
の
助
成

２
８
１
万
円

・
町
民
が
必
要
な
情
報
を
受
取
る
た
め
に

　

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
機
能
の
構
築

１
６
１
万
円

櫻
井
議
員　

エ
リ
ア
機
能
な
ど
も
利
用
し
、 

地
区
防
災
な
ど
に
も
生
か
す
よ
う
に
で
き

ま
せ
ん
か
？

企
画
総
務
課　

町
の
特
性
も
考
慮
し
な
が

ら
検
討
を
進
め
ま
す
。

・
町
民
の
利
用
す
る
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
洋

式
化
で
感
染
対
策　
　
　

３
２
１
５
万
円

○
ウ
ナ
ベ
ツ
ス
キ
ー
場
運
営
費
助
成

７
５
０
万
円

久
保
議
員　

施
設
、
機
材
の
整
備
更
新
を

し
っ
か
り
行
う
時
期
で
は
な
い
で
す
か
？

商
工
観
光
課　

安
全
対
策
も
考
慮
し
な
が

ら
計
画
を
再
点
検
し
て
い
き
ま
す
。

・
歳
入
に
関
し
て
の
質
疑

木
村
議
員　

町
民
へ
の
財
政
説
明
は
減
災

資
金
含
め
て
説
明
す
べ
き
で
は
？
決
算
状

況
か
ら
見
る
と
、
不
透
明
に
感
じ
ま
す
。

財
政
課　
マ
イ
ナ
ス
算
定
だ
っ
た
も
の
が
、	

プ
ラ
ス
に
転
じ
る
な
ど
、
大
き
な
差
に
つ

い
て
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。

・
博
物
館
に
関
し
て
の
質
疑

宮
内
議
員　

学
芸
員
４
名
退
職
の
原
因
は

な
ん
で
し
ょ
う
か
？

教
育
委
員
会　

個
々
の
事
情
で
す
が
、
新

し
い
環
境
で
自
分
の
調
査
研
究
を
始
め
た

い
こ
と
か
と
捉
え
て
い
ま
す
。

○
斜
里
除
排
雪
業
務
委
託
料 

７
０
０
万
円
・
３
７
０
万
円

○
ウ
ト
ロ
除
排
雪
業
務
委
託
料

７
４
０
万
円
・
３
５
０
万
円

○
公
共
施
設
除
排
雪
　
　
　
　
　
　
99
万
円

定
住
自
立
圏
・
協
定
締
結

　

網
走
市
と
生
活
機
能
の
強
化
・
政
策
分

野
・
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
に
係
る
政
策

分
野
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
は
１
市
４
町
で

連
携
し
て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企

業
会
計
の
補
正
予
算
の
ほ
か
、
議
決
議
案
２

件
・
条
例
２
件
な
ど
の
議
案
は
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

意 見 書
・核兵器禁止条約の批准を求める意見書
	 ・提出者　宮内知英
◦反対討論・櫻井議員
　「過去には、全会一致で可決・提出されて
いること。斜里町議会から提出する意見書
内容として今回の文章は、ふさわしくない
こと。２点の理由により、反対します。」

◦賛成討論・若木議員
　「核兵器禁止の理念、現在のウクライナ、
ロシア情勢により必要と考え賛成します。」

・賛成者　　宮内・若木・山内・木村

・反対者　　今井・小暮・櫻井・久保
　　　　　　海道・佐々木・須田
　　　　　　（※久野議員は欠席）

賛成者少数で否決されました。

斜里町議会から決議文提出
ロシア連邦によるウクライナ侵略を
強く非難し、平和的解決を強く求め
る決議。

全会一致で決議しました。

人　事　案　件 選任の同意（敬称略）

■公平委員会委員　　　川村國博（再任）

■行政不服審査会委員　川村國博（再任）　横浜和弘（再任）
　　　　　　　　　　　石川正二（新任）

■情報公開審査会委員　八幡一也（新任）

■個人情報保護審査会委員　
　　　　　　　　　　　瀧川　誠（再任）　田畑芳子（再任）
　　　　　　　　　　　横内正元（再任）　遠藤雄大（再任）
　　　　　　　　　　　八幡一也（新任）
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令和４年度・新年度予算　総額　１５２億７２２３万円
●新年度予算　一般会計・特別会計・企業会計は討論採決を経て可決しました。

■新年度予算の審議では多くの質問が各議員から出ました。
紙面の都合上、掲載することができませんが、QRコードより質疑内容を録画配信で確認すること
ができます。また、次の定例会議が始まる前には議事録としてホームページに掲載します。

「産業・商工」
・町有林整備事業	 ２８４１万円
　持続可能な町有林の維持
・夕陽台再整備調査業務委託料	 １００万円
・道の駅うとろ再整備業務委託料	 ７０万円
　老朽化施設等のリニューアル構想を実施

「教育」
・学習用デジタルドリル等整備事業（新）	 ６８３万円
　個別最適化・効果効率化を目指した学習の推進
・知床ウトロ学校教員住宅整備事業（新）	 ７５００万円
　教員住宅木造2階建・一棟４戸（1LDK）建築
・学校長寿命化改良事業（新）	 ５００万円
　朝日小学校の長寿命化　令和4年度実施設計分
・斜里中学校グラウンド等整備事業（継）	 １５００万円
　グラウンド北側通路等本舗装工事実施
・中斜里分館改修事業（新）	 ３９２０万円
　外壁の劣化のため全面的な張替え工事
・地域おこし協力隊事業（学校巡回司書）（継）	４６４万円
　学校図書館の整備と図書活動の推進
・低公害車購入（学校給食配送車）（新）	 １２１５万円
　配送車の経年劣化による更新

「議会」
・議場備品更新事業（新）	 １８１万円
　議場内の椅子を計画的に更新

「総務」
・ドライブレコーダー導入事業（新）	 ２７６万円
　事故等のトラブル等解消
・低公害車購入事業（新）	 ３５７万円
　多目的車両に更新
・庁舎内デジタル化推進事業（新）	 ８４７万円
　事務処理等の効率化
・地域おこし協力隊（ＤＸ・情報発信分）（新）	 １４１５万円
　ＳＮＳを活用した情報発信の魅力向上
・町営住宅維持管理事業費（新）	 ２２７７万円
　新望岳団地等のエレベーター基盤更新他

・個人版ふるさと納税推進事業（新）	 １億円
　地域の特産品ＰＲ・観光誘客による地域活性化推進
・地域活性化起業人事業（新）	 ６６０万円
　ＤＸ推進に係る取り組み

「住民・福祉」
・不採算バス路線維持確保助成事業（継）	 ５７６万円
　斜里・網走間路線維持に対する助成
・協働によるまちづくり推進事業（継）	 　４００万円
　町民との協働によるまちづくり推進
・公設街路灯等ＬＥＤ化事業	 １１７８万円
　低炭素化社会の実現・財政負担軽減 

「環境」
・二酸化炭素排出抑制対策事業	 １０２０万円
　２０５０年カーボンニュートラル実現の調査・分析
・ヒグマ管理対策費（継）	 ８８７万円
　人身事故を防ぐため対応体制構築
・知床五湖園地ろ過浄水施設更新事業	 ２５００万円
　老朽化した浄水施設の更新

一般
会計

一般会計予算　
　　８７億７５６９万円

賛成多数

特別
会計

企業
会計

国民健康保険特別会計
	 １７億５７５５万円
森林保全特別会計
	 ４４１３万円
公共下水道特別会計
	 ９億１６０８万円
介護保険特別会計
	 １２億９９３６万円
後期高齢者医療特別会計
	 １億８９２６万円

賛成多数

全会一致

賛成多数

賛成多数

全会一致

全会一致病院事業会計
	 16億3471万円
水道事業会計
	 6億5545万円 全会一致

条例 ２件の条例制定と３件の条例改正は質疑
が行われ、賛成多数・全会一致を経て全
５件が可決されました。

「議会」
・議場備品更新事業（新）	 １８１万円
　議場内の椅子を計画的に更新

「総務」
・ドライブレコーダー導入事業（新）	 ２７６万円
　事故等のトラブル等解消
・低公害車購入事業（新）	 ３５７万円
　多目的車両に更新
・庁舎内デジタル化推進事業（新）	 ８４７万円
　事務処理等の効率化
・地域おこし協力隊（ＤＸ・情報発信分）（新）	 １４１５万円
　ＳＮＳを活用した情報発信の魅力向上
・町営住宅維持管理事業費（新）	 ２２７７万円
　新望岳団地等のエレベーター基盤更新他

・個人版ふるさと納税推進事業（新）	 １億円
　地域の特産品ＰＲ・観光誘客による地域活性化推進
・地域活性化起業人事業（新）	 ６６０万円
　ＤＸ推進に係る取り組み

「住民・福祉」
・不採算バス路線維持確保助成事業（継）	 ５７６万円
　斜里・網走間路線維持に対する助成
・協働によるまちづくり推進事業（継）	 　４００万円
　町民との協働によるまちづくり推進
・公設街路灯等ＬＥＤ化事業	 １１７８万円
　低炭素化社会の実現・財政負担軽減 

「環境」
・二酸化炭素排出抑制対策事業	 １０２０万円
　２０５０年カーボンニュートラル実現の調査・分析
・ヒグマ管理対策費（継）	 ８８７万円
　人身事故を防ぐため対応体制構築
・知床五湖園地ろ過浄水施設更新事業	 ２５００万円
　老朽化した浄水施設の更新

分野別の主な事業を掲載します。
（新）は新規事業・（継）は継続事業

賛成多数は全員賛成、 は多数決全会一致
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新年度事業全般に対する　総　括　質　疑　
新年度予算は、おおまかな予算区分ごとの質
疑（款別質疑）を行った後、予算全体に関わ
って町の姿勢を質す「総括質疑」を行います。
今、定例会議では２日間に渡り８名の議員が
総括質疑を行いました。
質問に対して、町長（もしくは副町長）、教
育長が答えます。
主な質疑内容の抜粋を掲載します。

（●は質問　○は答弁）

佐々木議員
・生産人口と移住
●全国的に移住者、人材の奪い合いになっています。
次期総合計画の中でも担い手の確保についての検討
は、生産人口の確保という観点からも、明確に対応
していくべきと思います。主点は何とお考えでしょ
うか？
○関係、交流人口を移住につなげる意識を持っていく
ことだと思います。担い手については事業者が自ら
知恵を出しながら対応することも必要です。全体的
には若者世代と、子育てに力を入れていくことが必
要と考えています。

山内議員
・町民の求める情報
●コロナ感染情報などは、適切な配信内容だったので
しょうか？
○コロナ感染情報は、実際に公表される範囲が感染者
法によって制限されています。
　正しい情報の発信なくして、町民と行政の信頼を築
けないと考えていますので、今後も真摯に対応して
いきます。
●町民の知りたい情報が、しっかり伝わっているので
しょうか？総合計画の中で検証していくべきではあ
りませんか？
○今後は情報発信ツールを使いながらの双方向対応も
活用し、コミュニケーションを取りながら進めてい
きたいと思います。海道議員

・定住人口減少と財政基盤
●定住人口減少を見据え、町のあり方をどのように捉
えていますか？
○町長　これから迎える縮小社会での現実を見据えた
取り組みが必要。今後の第７次総合計画の視点が必
要と思っています。
●コミュニティ、つまり自治会主体というあり方をど
のように認識されていますか？
○地域住民が、そのコミュニティの必要性に気づいて
もらうことが必要です。
○副町長　取り組みの着眼点は、公共私の連携と思い
ます。連携組織の自主自立という視点でいくつかの
町の計画にも反映していきたいと考えています。

・博物館の体制（教育長）
●社会教育の中心とも言える、学ぶ博物館活動の推進
の中、今後の博物館業務をどのように進めますか？
○現役人材の現状も踏まえ、博物館ＯＢ、経験者の力
も借りながら教育活動に努めていきたいと思ってい
ます。

若木議員
・ポストコロナについて
●今後、観光・飲食店の事業復興に、どのようなテコ
入れを考えていますか？
○国、北海道、そして町でも、様々な支援を実施して
きました。今後は、観光などは国の政策に期待した
いと思っています。また、知床の優位性を生かしな
がら持続可能な観光政策に取り組んでいきます。
●賑わいの場が失われ、人流も変わった中で、小さな
事業者に目を向けた誘客の施策を、行政主体で考え
るべきでは？
○情報収集を含めて商工会とも連携していきたいと思
います。町民には外出など控えてもらっていた部分
も多かったと思うので、今後は事業者を応援する気
持ちで利用促進を期待しています。

情報発信は町民との
　　　　　信頼ツール
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新年度事業全般に対する　総　括　質　疑　

久保議員
・DＸの推進
●アフターコロナ後、ITの推進で取り残される住民へ
の対応は、丁寧な時間と機会が必要では？
○課題と捉え、対応を続けていきたいと思います。
●地域の医療充実に、通院体系の充実を考えては？
　他町村にまたがる通院など、広域的な公共交通連携
などの取り組みが必要では？ 
○地域公共交通のあり方含めて、広域的な対応など、
総合的に見ていくことと思っています。

・地域プラットフォーム
●今年３年目での会社設立を目指すとありますが、計
画未達成の要因とは？
○コロナによる観光への大きな打撃により、新しい取
り組みができなかったのが大きいと思っています。
●オホーツクブランドなどは、官が支える取り組みで
継続されています。民間の自走は難しい中、バラン
スよく取り組んでいけるようにすべきでは？
○良い形で、今回の組織を生かして事業推進が図られ
るように進めていきたいと思っています。

櫻井議員
・町の計画と脱炭素
●再生可能エネルギー＝太陽光発電に限らず、既存事
業の見直し、コンパクト化、広域連携の視点を持っ
て持続する町を目指すべきではないでしょうか？
○再生エネルギーだけに頼ることは、わが町では厳し
いと思っています。各産業の分野ごとに取り組んで
いくことが必要と捉えています。

・これからの観光
●ハブ的な観光ブランディングの取り組みの事業。そ
の役割を行政が担うことになった経過は？
○観光の幅広い取り組み・産業連携を目指しています。
その役目を、町が支援し取り組むことで促進できる
ようにしていきたいと考えています。
●観光も脱炭素を積極的に意識して取り組んでいくと
捉えていいのでしょうか？
○総合的に取り組んでいくつもりです。

・情報の共有
●まちづくりには欠かせない情報の共有、発信。町民
の意識は高くなっています。町長の意図する情報の
発信とは？
○情報は町を作っていく中で、必要不可欠なものとし
て捉えています。今後も町の方々の声を受け対応し
たいと思っています。

宮内議員
・教育行政に関して（教育長）
●教育の目的はなんでしょうか？
○総合的な力で学力向上を図り、人格の完成を目指し、
主体的な学び、その手助けが教育と考えます。地域
の特性を生かして進めていきたいと思います。
●小規模校の統廃合の検証はされたのですか？
○地域との協議、議論を重ねて実施してきました。斜
里町ではこれ以上の統廃合は考えていません。
●博物館と学校のつながりは？
○地域資源を子どもたちの学習に還元するためにも、
事業を続けていきたいと思っています。

・新自由主義
●新自由主義の中では、個人責任論、福祉の切り捨て
と言われますが、どのように捉えていますか？
○福祉政策を社会が支える仕組みの中で、多数の制度
に取り組んでいます。切り捨てとは思っていません。
●新年度予算は、福祉の向上に寄与する編成ですか？
○必要な事業を選択して、住民の福祉向上を目指した
予算編成をしてきました。
●温浴施設は町民参加で検討を図るべきでは？
○今後の総合計画でどうあるべきか検討していきます。

須田議員
・コロナでの経済
●コロナ後の対応、収束後の対応、対策についてどの
ように考えていますか？
○今後何ができるか、これまで取り組んできた支援事
業を精査検討しながら、支援を必要とされる状況を
精査して、できることから対応を検討していきたい
と思います。
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透析患者支援事業の今後は？
国保病院の透析受け入れは可能ですか？

久野 聖一 議員久野 聖一 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問

録画映像を動画でチェック▶

３月定例会議

問　

現
在
斜
里
町
に
は
27
名

の
透
析
患
者
が
お
り
、
小
清

水
赤
十
字
病
院
の
介
護
タ
ク

シ
ー
利
用
３
名
、
自
己
通
院

６
名
、
網
走
厚
生
病
院
が
自

己
通
院
４
名
、
斜
里
町
国
保

病
院
に
は
自
己
通
院
14
名
の

内
訳
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
タ
ク
シ
ー
利
用
者
は

だ
ん
だ
ん
と
減
っ
て
現
在
３

名
で
す
が
、
令
和
５
年
３
月

末
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
対
策
と
国
保
病

院
の
受
入
体
制
が
可
能
か
ど

う
か
お
聞
き
し
ま
す
。

　

同
時
に
総
合
的
な
透
析
患

者
支
援
事
業
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

町
長
　
人
工
透
析
患
者
送
迎

支
援
事
業
は
将
来
的
に
は
、

　

斜
里
町
の
飲
食
業
界
は
出

控
え
が
続
く
こ
と
か
ら
、
何

か
町
長
は
や
っ
て
く
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
期
待
感
が
あ
り

ま
す
。
脱
コ
ロ
ナ
の
際
み
ん

な
が
頑
張
れ
る
施
策
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
考
え
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

町
長
　
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を

や
っ
て
き
ま
し
た
。
何
が
い

い
と
い
う
事
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
本
省
繰
越
の
８
２
０

０
万
円
を
使
え
る
よ
う
知
恵

を
絞
っ
て
み
ま
す
。

問　

網
走
市
は
令
和
３
年
５

月
末
に
酒
類
提
供
店
に
救
済

措
置
10
万
円
を
給
付
す
る
緊

急
対
策
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

終
了
し
て
い
く
考
え
で
す
。

再
質
問　

受
け
入
れ
体
制
が

整
う
ま
で
と
の
こ
と
で
す
が

３
名
の
介
護
タ
ク
シ
ー
利
用

者
に
は
ど
の
よ
う
に
説
明
さ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

町
長
　
現
在
３
名
が
残
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
通
院
の
支

援
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
事
で
す
が
そ
れ
は
叶
わ
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
通
院
は
自
分
で
す

る
の
が
基
本
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

再
質
問　

国
保
病
院
の
増
床

計
画
が
整
う
ま
で
と
い
う
事

で
す
が
、
い
つ
ぐ
ら
い
の
時

期
に
な
る
の
で
す
か
。

町
長
　
人
材
の
確
保
が
ネ
ッ

ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
つ

財
政
好
調
！　
元
気

の
出
る
政
策
期
待

ぐ
ら
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が

１
日
も
早
く
と
い
う
の
が
正

直
な
思
い
で
す
。

再
質
問　

国
保
病
院
の
人
工

透
析
事
業
は
見
込
み
通
り
病

院
経
営
に
プ
ラ
ス
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

町
長
　
概
ね
収
支
的
に
は
プ

ラ
ス
に
働
い
て
い
ま
す
。

再
質
問　

将
来
22
名
程
度
の

透
析
患
者
を
受
け
入
れ
る
と

す
れ
ば
、
改
装
新
築
な
ど
も

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

町
長
　
隣
の
部
屋
な
ど
を
改

装
し
て
対
応
す
る
よ
う
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

再
質
問　

介
護
タ
ク
シ
ー
の

移
送
サ
ー
ビ
ス
が
運
転
手
の

関
係
で
令
和
５
年
３
月
で
終

了
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、 

そ
の
時
に
透
析
患
者
の
受
入

体
制
が
ス
タ
ー
ト
で
き
な
け

れ
ば
ど
う
な
り
ま
す
か
？

町
長
　
あ
と
１
年
あ
る
の
で

何
ら
か
の
形
で
対
応
を
し
て

い
き
ま
す
。

再
質
問　

介
護
タ
ク
シ
ー
利

用
者
の
自
己
負
担
等
変
わ
ら

な
い
で
す
か
。

町
長
　
令
和
４
年
度
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

再
質
問　

自
己
通
院
で
町
外

へ
透
析
に
行
か
れ
る
方
た
ち

の
交
通
費
の
枠
も
変
わ
り
ま

せ
ん
か
。

町
長
　
そ
れ
も
令
和
４
年
度

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

再
質
問　

透
析
患
者
さ
ん
の

意
向
調
査
な
ど
を
し
て
相
互

理
解
を
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

町
長
　
調
査
を
し
な
く
て
も

患
者
さ
ん
の
身
の
上
相
談
的

な
こ
と
も
、
受
け
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
相
談
体
制

を
と
り
な
が
ら
十
分
に
や
っ

て
い
る
つ
も
り
で
す
。

令和５年３月で廃止の介護タクシー

斜里町国保病院透析室

三度の休業要請 何とか活気を取り戻してあげたい
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問　

空
き
家
対
策
協
議
会
が

設
置
さ
れ
ま
す
が
、
同
時
に

ま
ち
づ
く
り
の
政
策
的
視
点

で
地
域
活
性
化
に
活
か
す
取

り
組
み
が
必
要
で
は
あ
り
ま

せ
せ
ん
か
？

町
長　

空
き
家
の
新
た
な
利

活
用
、
利
用
方
法
な
ど
を
含

め
た
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
が
必
要

と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
観
点
を
含
め

て
、
空
き
家
等
対
策
計
画
の

中
で
、
協
働
で
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

櫻井あけみ議員櫻井あけみ議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問
ゼロカーボンシティ宣言・
　　　具体的にどう進めますか？

録画映像を動画でチェック▶

足
と
は
捉
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

再
質
問　

現
場
か
ら
は
少
な

い
の
で
は
な
い
か
と
言
う
声

を
聞
き
ま
す
。
そ
の
存
在
や

活
用
を
知
ら
な
い
保
護
者
も

多
い
と
思
い
ま
す
。

　

文
科
省
の
新
年
度
予
算
で

は
、
従
来
よ
り
も
倍
の
時
間

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、 

現
場
の
状
況
を
再
度
捉
え
て
、 

こ
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
役
割
を
活
か
す
よ
う
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
？

町
長　
保
護
者
に
対
し
て
も
、	

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

役
割
と
配
置
状
況
を
含
め
て

周
知
す
る
こ
と
に
も
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

３月定例会議

　

脱
炭
素
の
取
り
組
み
に
は

新
事
業
ば
か
り
で
は
な
く
、

地
域
産
業
、
環
境
課
題
、
生

活
や
暮
ら
し
に
関
わ
る
事
業

に
沿
っ
た
形
で
、
取
り
組
む

べ
き
と
思
っ
て
質
問
し
ま
す
。

問　

斜
里
町
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
事
業
を
進
め
て
い
く

の
で
す
か
？

町
長　

今
年
度
で
二
酸
化
炭

素
排
出
抑
制
対
策
事
業
を
行

い
ま
す
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
な
ど
の
戦
略
を
策
定

し
て
、
次
の
第
7
次
総
合
計

画
、
環
境
基
本
計
画
へ
の
反

映
を
経
て
、
町
の
目
標
設
定

を
踏
ま
え
て
事
業
展
開
を
考

え
ま
す
。

再
質
問　

例
え
ば
、
ウ
ト
ロ

地
域
の
ゴ
ミ
処
理
に
か
か
る

運
搬
車
両
の
排
出
ガ
ス
な
ど

を
積
極
的
に
減
ら
す
取
り
組

み
な
ど
、
生
活
に
密
着
し
た

現
状
事
業
の
中
で
削
減
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
広
域
自
治
体
事
業

の
中
で
も
同
様
に
脱
炭
素
に

資
す
る
取
り
組
み
を
、
町
が

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
持
っ
て

進
め
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

町
長　

隣
接
自
治
体
含
め
て

脱
炭
素
の
重
要
性
を
共
有
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

再
質
問　

こ
れ
ま
で
の
環
境

に
関
す
る
条
例
な
ど
を
み
て

い
て
も
、
な
か
な
か
実
効
性

の
あ
る
展
開
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
、
有
効
で
な
お
か
つ

町
民
、
事
業
者
、
来
訪
者
全

体
で
意
識
を
高
く
し
て
共
に

取
り
組
ん
で
い
く
事
業
展
開

を
期
待
し
ま
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

町
長　

豊
か
な
自
然
環
境
の

保
全
を
図
り
、
経
済
的
・
社

会
的
に
も
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
を
考
慮
し
た
取
り
組

み
と
し
て
い
き
ま
す
。

問　

不
登
校
、
あ
る
い
は
就

学
環
境
に
馴
染
め
な
い
な
ど
、 

子
ど
も
た
ち
の
心
に
関
係
す

る
ケ
ア
が
必
要
な
場
面
で
、

相
談
対
応
に
あ
た
っ
て
く
れ

る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

は
、
文
部
科
学
省
の
政
策
に

よ
り
全
国
に
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

最
近
は
、
生
き
づ
ら
さ
を

感
じ
る
児
童
生
徒
も
多
く
、

時
に
は
不
幸
な
結
果
を
招
く

こ
と
も
少
な
く
な
い
現
代
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
学
校

内
で
は
様
々
な
課
題
を
生
ん

で
い
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
配
置
は
、
充
分
で
し
ょ
う

か
？

（
現
在
は
、町
内
小
中
学
校
・

義
務
教
育
学
校
４
校
で
年
間

21
日
、
１
回
４
時
間
）

教
育
長　

児
童
生
徒
の
そ
う

し
た
事
例
に
関
し
、
早
期
把

握
と
、
課
題
を
校
内
だ
け
に

と
ど
め
ず
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
支
援
に

つ
な
が
る
よ
う
指
導
し
て
い

ま
す
。

　

北
海
道
か
ら
の
配
置
状
況

に
よ
り
ま
す
が
、
大
き
な
不

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
充
足
を
！

都市部とは違う斜
里の自然豊かな地
域性を活かしたゼ
ロカーボンへの取
り組み。
既存事業をしっか
り見直していく計
画であって欲しい

空
き
家
対
策

利
活
用
の
事
業
を
！

危険な家屋などへの対応、
そして再利用の道も考える
取り組みが欲しいです。

自分でも気づ
かない不安。
そんな心のケ
アに。話せる
相談できる体
制を、しっか
り確保してく
ださい。
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新年度において斜里町の教育行政を
どのように推進していくのか

海道 　徹 議員海道 　徹 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問

録画映像を動画でチェック▶

３月定例会議

問　

平
成
27
年
に
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
そ

れ
に
伴
い
教
育
委
員
会
制
度

も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
の
趣
旨
は
教
育

の
継
続
性
・
安
定
性
を
確
保

し
つ
つ
地
方
教
育
行
政
に
お

け
る
責
任
の
明
確
化
・
迅
速

な
危
機
管
理
体
制
の
構
築
・

首
長
と
の
連
携
の
強
化
を
図

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
長
は
教
育
行
政
執
行

方
針
の
中
で
社
会
経
済
の
変

化
な
ど
こ
れ
か
ら
の
教
育
の

あ
り
方
も
含
め
て
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
い
る
と
発
言

さ
れ
ま
し
た
。

　

斜
里
町
に
と
っ
て
何
が
最

適
な
教
育
と
考
え
、
教
育
行

政
を
推
進
し
て
い
く
の
か
伺

い
ま
す
。

教
育
長
　
一
昨
年
か
ら
続
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
学
校
現
場
に
お
い

て
も
、
社
会
教
育
現
場
に
お

い
て
も
感
染
防
止
対
策
を
大

前
提
と
し
た
中
で
新
年
度
も

教
育
活
動
を
行
な
っ
て
い
き

ま
す
。

　

特
に
学
校
教
育
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
適
切
な
対

応
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
捉

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

し
て
い
る
少
子
化
・
加
速
度

的
に
社
会
の
情
報
化
・
デ
ジ

タ
ル
化
へ
の
対
応
な
ど
の
課

題
に
対
応
し
、
子
ど
も
た
ち

の
可
能
性
を
引
き
出
す
教
育

へ
の
転
換
な
ど
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

再
質
問　

今
後
の
小
中
学
校

・
高
等
学
校
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教

育
を
さ
ら
に
積
極
的
に
進
め

る
べ
き
で
は
？

教
育
長
　
各
学
校
で
は
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
学
習
へ
の
取
り
組
み
が

徐
々
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
、
町
立

学
校
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
の

推
進
は
も
と
よ
り
、
斜
里
高

校
に
対
し
て
も
引
き
続
き
側

面
的
な
支
援
を
行
な
っ
て
い

き
ま
す
。

問　

新
学
習
要
領
・
第
３
期

教
育
振
興
基
本
計
画
で
は
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ（
持
続
可
能
な
開
発
）

の
目
的
で
あ
る
持
続
可
能
な

社
会
の
創
り
手
の
育
成
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
担
い

手
を
教
育
の
現
場
か
ら
育
成

す
る
こ
と
が
今
、
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

環
境
自
治
体
の
ま
ち
と
し

て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
は
大
変
重

要
と
考
え
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
に
つ
い
て

教
育
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
に

対
す
る
考
え
に
つ
い
て
は
、

ル
構
想
に
よ
る
１
人
１
台
端

末
が
当
初
計
画
を
大
幅
に
前

倒
し
し
て
令
和
３
年
度
か
ら

整
備
さ
れ
る
な
ど
学
校
教
育

に
お
い
て
は
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

再
質
問　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
を
は
じ
め
こ
れ
か
ら
も
教

育
分
野
で
も
さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

化
や
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

も
進
む
中
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ

の
適
切
な
対
応
は
？

教
育
長
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ツ
ー
ル

と
し
て
授
業
や
家
庭
学
習
で

効
果
的
に
活
用
し
教
育
の
質

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

　

体
制
整
備
な
ど
学
び
を
止

め
な
い
環
境
の
構
築
な
ど
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
最
大
限
活
用
し
た
新

た
な
学
び
の
定
着
に
向
け
た

対
策
を
確
実
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

育
成
教
育
に
つ
い
て

問　

各
地
で
は
教
育
の
現
場

で
も
生
活
様
式
の
大
き
な
変

化
に
よ
る
、い
じ
め
や
差
別
・

不
登
校
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
機

会
の
増
加
に
よ
る
陰
湿
な
い

じ
め
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

斜
里
町
内
各
学
校
で
い
じ

め
や
不
登
校
の
事
例
が
発
生

し
た
場
合
の
対
応
策
は
？

教
育
長
　
全
て
の
学
校
に
お

い
て
校
長
・
教
頭
及
び
担
任

教
諭
・
教
務
主
任
・
養
護
教

諭
な
ど
で
組
織
す
る
い
じ
め

防
止
対
策
委
員
会
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

斜
里
町
い
じ
め
防
止
基
本

方
針
を
策
定
し
各
学
校
に
こ

の
方
針
に
基
づ
い
た
対
応
を

指
導
し
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
・
不
登
校
へ
の
対

応
は
未
然
防
止
を
最
大
の
目

標
と
し
な
が
ら
早
期
発
見
・

早
期
対
応
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

次代を担う子どもたちのために！

世
界
自
然
遺
産
知

床
の
ま
ち
で
あ
り

環
境
自
治
体
で
あ

る
斜
里
町
に
お
い

て
も
、
そ
の
担
い

手
と
な
る
子
ど
も

た
ち
に
対
す
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
は
大

変
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
社
会
の
実

現
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
目
標
は
、

教
育
現
場
が
直
面
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問　

大
人
に
な
っ
て
か
ら
周

囲
と
う
ま
く
い
か
ず
生
き
づ

ら
さ
を
抱
え
、
悩
む
方
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
埋
も
れ
が
ち
で
あ
る
、 

障
害
が
軽
度
で
あ
り
障
害
者

手
帳
を
取
得
さ
れ
て
い
な
い

方
が
、
ど
こ
に
相
談
し
て
い

い
か
わ
か
ら
な
い
と
聞
き
ま

す
。

　

今
年
度
「
大
人
の
発
達
障

害
」
に
つ
い
て
相
談
件
数
は

何
件
あ
り
ま
し
た
か
？

町
長
　
発
達
障
害
に
起
因
す

る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
と
し
て

少
な
く
と
も
６
件
把
握
し
て

い
ま
す
。

　

障
害
者
手
帳
を
取
得
し
な

い
方
が「
大
人
の
発
達
障
害
」

と
し
て
相
談
さ
れ
る
ケ
ー
ス

は
非
常
に
稀
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

再
質
問　

実
際
に
困
っ
て
い

る
方
が
ま
ず
は
相
談
し
や
す

く
な
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
周
知
し
相
談
窓
口

へ
つ
な
ぐ
工
夫
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

町
長
　
各
種
相
談
は
「
ま
ず

は
ぽ
る
と
へ
」
と
い
う
こ
と

を
浸
透
さ
せ
て
い
く
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

再
質
問　

職
場
や
周
囲
の
方

の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

「
障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー
制

困っていませんか？「大人の発達障害」
相談しやすい環境づくりを！

小暮 千秋 議員小暮 千秋 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問

録画映像を動画でチェック▶

３月定例会議

度
」
の
よ
う
な
研
修
機
会
を

設
け
て
は
？

町
長
　 

『
発
達
障
が
い
講
演

会
』の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、

職
場
や
周
囲
の
方
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問　

こ
れ
ま
で
の
講
演

会
は
当
事
者
や
療
育
関
係
者

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
一
般

の
方
に
も
正
し
い
知
識
を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
、
自
治
会

や
事
業
所
な
ど
に
も
も
っ
と

広
く
呼
び
か
け
て
は
ど
う
で

す
か
。

町
長
　
職
場
の
方
も
対
応
に

苦
慮
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
事
業
所
、
企
業
の

方
に
も
呼
び
か
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
後
、
行
政
運

営
や
経
済
活
動
を
回
復
さ
せ
、 

さ
ら
に
持
続
的
に
発
展
さ
せ

て
行
く
た
め
「
人
手
不
足
」

は
重
要
な
課
題
で
す
。

　

行
政
面
に
お
い
て
は
、
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
や
職
員
の
負

荷
に
つ
な
が
り
、
悪
循
環
に

陥
る
事
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
産
業
分
野
で
は
季

節
的
な
雇
用
需
要
の
濃
淡
が

商
工
業
は
元
よ
り
介
護
・
福

祉
分
野
や
子
育
て
分
野
に
も

影
響
を
与
え
、
人
材
確
保
が

よ
り
難
し
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
人
材

確
保
に
つ
い
て
具
体
的
な
政

策
や
対
処
方
針
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
人
材
確
保
は
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
医
療
や
福
祉
・
介
護
な

ど
の
専
門
職
の
確
保
は
よ
り

困
難
な
状
況
で
、
通
年
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。
募
集
で

は
、
在
学
期
間
中
か
ら
教
育

機
関
へ
の
接
触
な
ど
積
極
的

な
声
掛
け
と
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行

っ
て
い
る
事
や
、
札
幌
市
で

試
験
を
実
施
す
る
な
ど
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
事
務
や
住
民

対
応
な
ど
可
能
な
分
野
か
ら

Ｒ
Ｐ
Ａ
や
Ａ
Ｉ
ー
Ｏ
Ｃ
Ｒ
な

人材確保の対応について
山内 浩彰 議員山内 浩彰 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問

録画映像を動画でチェック▶

３月定例会議

ど
を
活
用
し
た
事
務
の
効
率

化
・
簡
素
化
を
進
め
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
ず
新

し
い
働
き
方
や
事
務
構
築
を

模
索
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
産
業
分
野
で
の
人
材

確
保
で
は
、
各
事
業
者
や
団

体
に
お
い
て
、
産
地
間
連
携

な
ど
様
々
な
工
夫
や
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
多
く
の
産
業
間
で
も
横
断

的
に
連
携
が
深
ま
る
事
で
人

材
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
実
践
例
に
学
び

事
業
者
相
互
の
情
報
共
有
を

促
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
・

場
づ
く
り
を
一
緒
に
進
め
て

行
く
事
を
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問　

国
内
外
含
め
人
材

を
確
保
す
る
上
で
住
む
場
所

の
確
保
は
重
要
で
す
。
空
き

家
対
策
も
進
め
る
と
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
活
用
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
業
種
で
特
定
技
能
実
習
生

の
受
け
入
れ
を
実
施
し
て
き

て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
海
外

か
ら
の
入
国
が
出
来
て
い
ま

せ
ん
が
、
水
際
対
策
が
緩
和

さ
れ
動
き
が
出
て
き
て
お
り
、	

そ
れ
ら
を
見
な
が
ら
進
め
て

い
く
と
い
う
事
で
す
。

「誰に相談したらいいの？」悩んだらまずは「ぽると21」へ
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２
年
度
の
増
額
も
令
和
３
年

度
の
増
額
見
込
み
も
、
説
明

時
点
で
は
減
額
の
見
込
み
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
何
か
を

意
図
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

過
疎
指
定
や
交
付
税
の
再

算
定
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

予
算
の
不
執
行
な
ど
諸
々
の

要
素
で
増
額
と
な
っ
た
も
の

で
す
。

　

将
来
の
安
心
の
た
め
基
金

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

財政好調！
財政危機宣言をやめるべき

木村耕一郎議員木村耕一郎議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問

録画映像を動画でチェック▶

３月定例会議

問　

町
は
、
令
和
２
年
度
に

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
説
明

会
を
開
催
し
、
令
和
６
年
度

は
１
億
７
千
万
円
の
財
政
調

整
基
金
が
不
足
す
る
説
明
を

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
令
和
２
年
度
決

算
で
は
財
政
調
整
基
金
が
増

額
と
な
り
、
令
和
３
年
度
決

算
見
込
み
も
減
債
資
金
分
も

含
め
４
億
円
増
の
19
億
円
と

想
定
さ
れ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
は
、
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
以
降
「
斜
里

町
は
金
が
な
い
」
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

現
状
の
財
政
状
況
か
ら
正

し
い
認
識
の
た
め
、
財
政
危

機
宣
言
を
取
り
や
め
る
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
？

町
長
　
２
年
目
の
令
和
３
年

度
は
、
病
院
の
貸
付
金
の
繰

り
延
べ
、
過
疎
地
域
指
定
、

交
付
税
の
増
額
な
ど
に
よ
り

「
当
面
の
危
機
的
状
況
回
避

の
見
通
し
に
な
る
」
を
懇
談

会
で
説
明
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
基
金
は
管
内
最

下
位
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
漁
業

の
不
振
、
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光

業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
継

続
」
が
必
要
で
、
財
政
運
営

の
基
本
は
変
わ
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

っ
て
い
ま
す
。

　

策
定
時
、
５
年
目
の

中
間
評
価
で
関
わ
っ
て

き
た
策
定
委
員
さ
ん
も
、 

９
年
目
の
総
括
に
関
与

さ
せ
る
ベ
き
で
は
？

町
長
　
新
し
い
策
定
委

員
さ
ん
で
総
括
を
行
い

た
い
。

も
成
果
指
標
が
全
体
評
価
の

数
値
に
な
っ
て
い
な
い
事
例

も
あ
り
、
進
行
管
理
委
員
会

で
、
６
カ
所
の
成
果
指
標
を

見
直
し
ま
し
た
。

　

成
果
指
標
に
何
を
用
い
る

の
か
は
大
変
難
し
い
で
す
が
、	

次
期
計
画
策
定
に
適
切
な
指

数
を
策
定
委
員
会
に
求
め
て

い
き
た
い
。

　

目
標
設
定
も
評
価
基
準
も

全
体
の
声
を
体
現
す
べ
く
町

民
皆
さ
ん
と
策
定
作
業
を
進

め
た
い
。

再
質
問　

総
合
計
画
は
５
年

目
に
中
間
評
価
で
途
中
修
正

を
加
え
て
、
９
年
目
に
は
総

括
を
行
い
、
次
の
新
計
画
に

繋
げ
て
い
き
、
そ
の
時
町
民

の
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
な

問　

今
ま
で
の
総
合
計
画
と

違
い
、
進
行
管
理
と
評
価
基

準
に
基
づ
く
行
政
評
価
を
行

い
、
５
年
目
に
行
政
内
部
評

価
と
町
民
評
価
で
点
数
化
を

実
施
す
る
な
ど
高
く
評
価
し

ま
す
。

　

し
か
し
、
本
計
画
を
検
証

し
て
み
る
と
適
切
で
は
な
い

評
価
基
準
と
成
果
指
数
が
散

見
さ
れ
、
次
期
計
画
に
検
証

す
べ
き
事
項
で
あ
る
５
年
目

の
中
間
点
検
作
業
で
は
、
策

定
委
員
会
か
ら
中
間
評
価
が

提
言
さ
れ
ま
し
た
が
、
評
価

の
変
更
と
下
が
っ
た
施
策
に

つ
い
て
実
現
を
図
る
事
業
展

開
を
し
た
の
で
す
か
。

町
長
　
中
間
評
価
に
お
い
て

再
質
問　

平
成
30
年
に
実
施

し
た
総
合
計
画
中
間
評
価
の

内
部
評
価
で
、
唯
一
最
高
評

価
で
あ
る
Ｓ
評
価
だ
っ
た
の

が
「
足
腰
の
強
い
財
政
基
盤

の
確
立
」
で
し
た
。

　

２
年
も
経
過
し
な
い
令
和

２
年
に
、
突
然
の
財
政
危
機

宣
言
を
な
ぜ
出
し
た
の
で
す

か
？

町
長
　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

で
町
民
に
説
明
し
た
の
は
、

財
政
調
整
基
金
の
減
少
を
説

明
し
た
も
の
で
、
宣
言
を
出

し
た
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

再
質
問　

 

「
金
が
な
い
」
と

町
が
説
明
し
て
い
る
と
職
員

の
「
や
る
気
」
が
そ
が
れ
、

将
来
の
町
の
発
展
が
な
く
な

り
ま
す
。

　

私
は
昨
年
、
自
治
会
の
老

人
ク
ラ
ブ
で
、
町
は
「
財
政

調
整
基
金
が
年
々
減
額
す

る
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
が

「
令
和
２
年
も
増
額
し
た
し
、

令
和
３
年
も
増
額
す
る
よ
」

と
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

町
の
予
測
と
は
違
う
の
で

す
が
、
ど
う
考
え
ま
す
か
？

町
長
　
町
民
の
要
望
に
応
え

る
こ
と
が
一
番
楽
で
す
が
、

私
ど
も
の
お
金
で
は
な
い
の

で
大
切
に
使
っ
て
い
き
た
い
。

　

基
金
に
つ
い
て
は
、
令
和

ド
ロ
ー
ン
導
入
で

災
害
対
策
強
化
を

総
合
計
画
・

行
政
評
価
を
問
う

問　

斜
里
町
は
広
大
な
面
積

を
有
し
、
災
害
時
に
は
状
況

把
握
が
困
難
な
事
態
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

災
害
ド
ロ
ー
ン
は
、
そ
の

よ
う
な
時
に
活
躍
す
る
ツ
ー

ル
で
す
。

　

今
年
度
の
地
方
財
政
計
画

で
は
、
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
費
の
対
象
事
業
の
拡
充
で

災
害
対
応
ド
ロ
ー
ン
が
対
象

と
な
り
、
有
利
な
起
債
が
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

導
入
す
べ
き
で
は
？

町
長
　
消
防
本
部
と
協
議
し

導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

災害対応ドローン
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町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問
国の事業を活用して
農地の荒廃防止に取り組むべき

録画映像を動画でチェック▶

問　

町
跨
線
橋
は
、
町
内
唯

一
の
歩
道
橋
と
し
て
、
車
を

運
転
し
な
い
人
、
児
童
・
生

徒
や
高
齢
者
が
多
く
利
用
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
二
度
の
大
規
模

な
改
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
二
度
目
の
改
修
か
ら
20

年
が
経
過
し
、
現
在
は
、
階

段
部
分
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ

ン
グ
は
稼
働
し
て
い
な
い
状

況
で
す
。

　

老
朽
化
が
進
む
跨
線
橋
で

す
が
、
今
後
も
維
持
す
る
べ

き
施
設
と
考
え
ま
す
。
令
和

４
年
度
の
執
行
方
針
の
中
で
、 

財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
れ

ま
で
先
送
り
を
し
て
き
た
公

共
施
設
等
の
整
備
を
盛
り
込

み
長
寿
命
化
を
図
る
考
え
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

改
修
に
は
多
額
の
費
用
が

か
か
る
と
考
え
ま
す
が
、
町

民
が
安
心
し
て
利
用
す
る
た

め
に
、
改
修
を
行
う
べ
き
と

考
え
ま
す
。
町
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

町
長　

冬
期
間
の
維
持
管
理

に
お
け
る
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ

ン
グ
は
、
応
急
的
な
修
理
を

行
い
定
期
的
な
巡
回
点
検
・

除
雪
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

く
除
雪
作
業
を
行
っ
て
い
く

し
か
な
い
と
考
え
ま
す
。

再
質
問　
改
修
に
お
い
て
は
、 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
た
改
修
を
行
う
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
長　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
の
中
で
は
、
い
か
に
再
エ

ネ
を
活
用
す
る
か
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い

う
み
ち
も
探
っ
て
い
く
こ
と

は
可
能
と
考
え
ま
す
。

３月定例会議

問　

農
業
機
械
の
大
型
化
な

ど
に
よ
り
、
今
後
、
耕
作
さ

れ
な
い
農
地
が
出
て
く
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

農
地
の
荒
廃
防
止
に
つ
い

て
、
国
の
事
業
「
最
適
土
地

利
用
対
策
」の
活
用
を
含
め
、

早
期
に
検
討
を
進
め
る
べ
き

と
考
え
ま
す
。
町
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

町
長　

荒
廃
農
地
の
防
止
対

策
と
し
て
は
、
ま
ず
は
、
農

地
利
用
を
最
優
先
に
考
え
、

進
め
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
、
状
況
の
変
化
に
応

じ
て
は
、
地
域
に
合
っ
た
持

続
的
な
農
地
の
維
持
管
理
や

体
制
な
ど
に
つ
い
て
、
所
有

者
や
農
業
者
、
企
業
等
に
よ

る
話
し
合
い
に
よ
り
、
国
の

の
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
て

い
ま
す
か
。

町
長　

町
内
の
荒
廃
農
地
に

つ
い
て
は
再
生
利
用
困
難
な

農
地
と
分
類
し
て
お
り
、
今

後
所
有
者
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
農
地
か
ら
外
す
考
え
で

す
。

再
質
問　

そ
う
な
る
前
に
こ

の
事
業
が
有
効
だ
と
考
え
ま

す
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
合
意

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
協
議

会
設
置
が
必
要
で
す
。

　

ま
ず
は
、
協
議
会
を
設
置

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

当
事
者
の
意
向
が
あ

っ
て
か
ら
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

だ
と
考
え
ま
す
。

　

跨
線
橋
は
市
街
地
の
南
北

を
結
ぶ
歩
行
者
に
と
っ
て
重

要
な
施
設
で
あ
り
、
今
後
も

維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

改
修
に
は
多
額
の
費
用
が

か
か
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
と

の
関
係
に
よ
り
様
々
な
制
約

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
面
は

機
能
維
持
に
努
め
な
が
ら
、

令
和
４
年
度
か
ら
策
定
を
行

う
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

安
全
確
保
の
た
め

跨
線
橋
の
改
修
を

農地を農地として守る

補
助
事
業
の
活
用
に
つ
い

て
、
要
望
が
あ
っ
た
場
合

に
は
取
り
扱
い
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

再
質
問　

こ
の
よ
う
な
事

業
が
あ
る
こ
と
を
広
報
す

る
こ
と
は
行
政
の
役
割
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

Ｊ
Ａ
な
ど
そ
の
立

場
の
人
が
知
ら
な
い
は
ず

が
な
く
、
事
業
主
体
が
積

極
的
に
な
ら
な
い
と
い
け

な
い
と
考
え
ま
す
。

再
質
問　

現
在
町
内
に
あ

る
荒
廃
農
地
は
、
今
後
ど

ン
に
お
い
て
、
跨
線
橋

の
あ
り
方
も
協
議
を
行

い
、
今
後
の
改
修
方
法

に
向
け
た
検
討
を
進
め

て
い
く
考
え
で
す
。

再
質
問　

冬
期
間
の
管

理
に
つ
い
て
、
安
全
に

利
用
し
て
も
ら
う
た
め

に
は
、
専
属
の
管
理
人

を
設
け
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

他
の
道
路
も
あ

り
ま
す
の
で
、
順
序
よ

維持したい施設のひとつ 専属の管理が必要では
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る
か
が
大
事
な
要
素
で
す
。

斜
里
町
の
自
然
保
護
文
化
に
、 

知
床
博
物
館
と
博
物
館
の
活

動
に
関
わ
っ
て
き
た
人
々
は

「
大
き
な
役
割
」
を
担
っ
て

き
ま
し
た
。

　

学
芸
員
の
調
査
研
究
活
動

は
、
博
物
館
協
力
会
の
支
援

な
ど
、
そ
の
研
究
発
表
の
機

会
も
町
民
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
、
講
座
な
ど
を
通
し
町
民

に
還
元
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
、
博
物
館

学
芸
員
が
連
続
し
て
退
職
す

る
事
態
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

博
物
館
の
活
動
を
守
る
こ
と

は
学
芸
員
を
守
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
事
態
克
服
へ
の
認

識
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
知
床
博
物
館
は
斜
里

町
の
自
然
保
護
や
文
化
の
発

展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。
令
和
３
年
度

に
４
人
の
学
芸
員
が
退
職
す

る
の
は
大
変
残
念
で
す
が
、

引
き
続
き
安
定
運
営
に
向
け

た
人
材
確
保
に
努
め
ま
す
。

と
い
う
「
力
の
論
理
」
を
否

定
し
て
紛
争
を
平
和
的
に
解

決
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ま

し
た
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
進

攻
に
対
す
る
抗
議
と
反
戦
平

和
の
取
り
組
み
が
世
界
各
国

で
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

町
長
　
歴
史
に
逆
行
す
る
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は

断
じ
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
プ

ー
チ
ン
大
統
領
は
軍
の
即
時

撤
退
、
話
し
合
い
に
よ
る
平

和
的
解
決
に
応
じ
る
べ
き
で

す
。

問　

国
は
、
令
和
４
年
４
月

か
ら
国
保
加
入
の
全
世
帯
の

未
就
学
児
均
等
割
り
の
５
割

を
公
費
で
負
担
し
ま
す
。
赤

平
市
で
は
昨
年
か
ら
、
市
独

自
の
子
育
て
支
援
と
し
て
18

歳
以
下
の
均
等
割
り
の
全
額

免
除
を
決
め
ま
し
た
。
赤
平

市
の
場
合
、
独
自
軽
減
の
対

象
と
な
る
均
等
割
り
の
総
額

は
、
１
２
０
万
円
で
す
。

　

斜
里
町
で
も
せ
め
て
就
学

前
児
童
の
均
等
割
り
保
険
料

を
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら

減
免
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
こ
れ
は
決
し
て
特
別

の
こ
と
で
は
な
く
当
た
り
前

の
こ
と
で
す
。

町
長
　
町
で
は
「
国
保
の
国

の
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
」

を
町
村
会
を
通
じ
国
や
道
に

要
請
し
て
い
ま
す
。「
町
独

自
の
均
等
割
り
見
直
し
」
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
未
就
学

児
均
等
割
り
保
険
料
は
２
８

３
万
円
で
す
。

問　

し
れ
と
こ
１
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
運
動
は
、
斜
里
町

民
と
全
国
の
賛
同
者
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
第
二
次
の
「
知

床
で
夢
を
育
て
ま
せ
ん
か
」

へ
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
斜
里
町
に
と
っ

て
大
切
な
人
々
で
す
。
運
動

35
周
年
記
念
事
業
で
当
時
の

知
床
財
団
理
事
長
関
根
郁
雄

氏
は
「
こ
れ
ま
で
６
万
５
千

人
以
上
の
方
々
か
ら
夢
を
託

さ
れ
、
運
動
は
世
界
自
然
遺

産
登
録
を
大
き
く
後
押
し
し

た
」
と
述
べ
ま
し
た
。
町
民

が
支
え
て
き
た
こ
の
運
動
は

世
界
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
り
、 

町
民
の
誇
り
で
す
。

　

第
一
次
の
参
加
者
は
、
運

動
ハ
ウ
ス
で
氏
名
を
掲
示
し
、 

さ
さ
や
か
な
が
ら
顕
彰
し
て

い
ま
す
が
、
第
二
次
運
動
参

加
者
の
氏
名
も
新
た
な
運
動

ハ
ウ
ス
で
掲
示
、
顕
彰
し
町

民
の
感
謝
の
意
を
表
す
べ
き

で
す
。
こ
れ
を
町
民
参
加
で

取
り
組
む
と
と
も
に
、
交
流

人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
で
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

町
長
　
運
動
参
加
者
は
令
和

４
年
２
月
現
在
で
７
万
１
千

８
８
人
で
す
。
新
運
動
参
加

者
の
氏
名
は
運
動
ハ
ウ
ス
の

台
帳
に
表
示
し
て
い
ま
す
。

　

運
動
ハ
ウ
ス
全
般
の
展
示

100平方メートル運動ハウスの
新たな建設をめざそう

宮内 知英 議員宮内 知英 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問

録画映像を動画でチェック▶

を
更
新
し
て
、
交
流
人
口
の

拡
大
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
が
、
現
時
点
で

は
建
物
の
建
て
替
え
は
想
定

し
て
い
ま
せ
ん
。

夢よ育て

３月定例会議

問　

町
長
は
、
執
行
方
針
で

「
将
来
的
な
基
金
の
枯
渇
」

と
い
う
危
機
的
状
況
か
ら
は

当
面
回
避
で
き
る
見
通
し
と

な
る
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
こ

で
多
く
の
町
民
が
実
現
を
願

う
「
温
浴
施
設
」
の
検
討
に

着
手
す
べ
き
で
す
。

町
長
　
温
浴
施
設
は
町
民
の

関
心
の
高
い
政
策
課
題
で
す
。	

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や
近
隣

町
村
と
の
施
設
相
互
利
用
の

視
点
も
含
め
、
慎
重
に
判
断

し
ま
す
。

問　

地
域
の
魅
力
は
、
そ
の

地
域
で
文
化
が
育
ま
れ
て
い

に
要
請
し
て
い
ま
す
。

　

必
要
な
費
用
は
１
３
４
６

万
円
で
す
。
第
７
次
総
合
計

画
策
定
の
中
で
判
断
し
ま
す
。

温
浴
施
設
の
建
設
を

め
ざ
そ
う

国
連
憲
章
を
守
れ
の

声
を
広
げ
よ
う

通
院
助
成
、
中
学
生

ま
で
広
げ
よ
う

子
ど
も
の
均
等
割
り

を
見
直
そ
う

知
床
博
物
館
に
つ
い
て

問　

国
家
間
の
紛
争
の
平
和

的
な
解
決
を
決
め
た
国
連
憲

章
24
条
は
「
武
力
に
よ
る
威

嚇
ま
た
は
武
力
の
行
使
」
を

禁
止
し
、
強
い
も
の
が
勝
つ

問　

町
長
は
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
ま

す
、
と
述
べ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
は
、 

令
和
３
年
４
月
現
在
、
道
内

１
７
９
市
町
村
の
う
ち
１
４

３
で
中
学
生
ま
で
入
院
外
来

を
含
め
医
療
費
助
成
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
高

校
生
へ
は
、
入
院
が
89
、
通

院
で
は
84
の
自
治
体
が
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

せ
め
て
中
学
生
の
通
院
ま

で
広
げ
ま
し
ょ
う
。

町
長
　
中
学
生
ま
で
の
助
成

拡
大
は
、
北
海
道
国
民
健
康

保
険
連
合
会
を
通
し
国
や
道
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全
員
協
議
会

町
か
ら
町
政
全
般
に
関
わ
る
事
項
や
、
重
要
施
策
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め

補
足
的
な
説
明
を
受
け
る
た
め
に
、必
要
に
応
じ
て
開
催
さ
れ
る
会
議
で
す
。

３
月
定
例
会
議
で
は
４
件
で
し
た
。

議
員
研
修
会

斜里町地域公共交通網形成計画（平成29年度～平成34年度）を策定し各種助成事業等を見直し
ながら実施・運用してきましたが、様々な課題が見えてきたことから令和５年までに実証実験
を行い、令和６年度からの第２期計画改定に向けて検討を進めます。

＊　基本方針
＃　町内外の移動を支援する交通体系の構築（MaaSの取り組み）
＃　市街地循環バスの継続的運行（AIオンデマンド交通の検討）
＃　利用促進施策の検討（維持経費の縮減、継続性の検討）
＃　観光振興計画との連携（自家用有償旅客運送の検討）

　　第２期地域公共交通計画策定に向けての考え方

第６次斜里町総合計画（2014～2023）に続く次期総合計画策定について、前計画同様に斜里町
総合計画策定専門委員会（町民委員35名程度、行政委員14名程度）を設置し２年間をかけ策定
作業を進めます。

　　第７次斜里町総合計画の策定について

令和３年度から、地域の幅広い支援関係機関の連携のもと、対象者の属性を問わない相談支援、
多様な社会参加に向けた支援、地域づくり支援を一体的に実施する整備事業への移行に向けた
計画の作成、多機関協働等の必要な取り組み（準備期間最大３年）を実施します。

　　重層的支援（属性を問わない）体制整備事業への移行準備事業

１・令和４年度に限り、固定資産税（商業地等）に係る課税標準額の
上昇幅を評価額の２. ５％（現行５％）とします。

２・法人事業税の見直しでは、継続雇用者給与等支払額を３％以上増
加させる等の要件を満たす法人について、雇用者給与等支払額の対前
年度増加額を付加価値額から控除（２年間時限）します。

３・個人
住民税の見直しでは住宅ローン控除制度他、地方税務手続きのデジタ
ル化等の納税環境を整備・拡大していきます。また、各種税負担軽減
処置も行われます。

　　令和４年度地方税制改正の概要（関係分）

　政策評価に関する実務能力向上のため、昨年に続き武藤先生の講
義を受講しました。
　当初は２日間の日程で、講義の他にケーススタディやワークショ
ップも予定されていましたが、新型コロナウイルス感染症の影響に
より、講師の来町を見合わせたことから、1日のみのオンライン開
催としました。
　この研修には議会モニターさんも参加していただきましたが、政
策評価の目的や、議員としてどのような視点で分析を行っているか
など知っていただくための良い機会となりました。
　長引くコロナ禍で、私たち議員もオンラインにずいぶん慣れてき
ましたが、次こそは【対面】になりますように！

　●テーマ　「政策評価の仕組みと理論ver.２」

オンデマンドで地域の移動は
変わるでしょうか

■講師

武藤俊雄先生

北海道大学
公共政策大学院

1月21日

国の税制改革
暮らしに影響は？



＜　＞15 斜里町議会だよりNo.195　令和４年・2022年５月号

●１２月定例会議の結果等について、議会モニター
懇談会を開催しました。
　今回は一般質問を中心とし、各一般質問者が質
問の主旨や町長をはじめとする行政からの回答等
を説明しました。モニターからの様々な意見や質
問をいただいた懇談会となりました。

委員会活動報告
斜里町議会では、常設の四つの委員会が、各々の役割を持って活動しています。
それぞれの委員会では、どのようなことを行っているのか、その様子や内容をお
伝えします。

総務文教常任委員会・産業厚生常任委員会
議 会 運 営 委 員 会・議会広報常任委員会

●３月定例会議に伴い、モニターが傍聴・配信視聴した時の参考になるよう、
説明会を開催しました。

　・３月定例会議の主な内容
　　①３月定例会議の特徴　②主な条例案　③新年度予算の主な事業
　　④人事案件　等々
　・斜里町議会・斜里町全般について説明・懇談しました。

モニターからは
　・看護職・保育職等の処遇改善手当の金額は、国で決められているの？
　・低公害車購入事業は購入台数に対して金額が大きいのはなぜか？

等々の質問や意見を頂きました。

●３月定例会議の結果等について、議会モニター懇談会を開催しました。
議決結果一覧と一般質問一覧を基にモニターからは質問・意見をいただきまし
たが、前回(上記１月１９日)同様一般質問が中心の懇談会となりました。

モニターからは
　・実際の財政状況は良いのか？悪いのか？
　・近隣町には温浴施設等があるが、なぜ斜里町は作ることができないのか？
　・網走市議会が定住自立圏に後ろ向きだという新聞報道があるが、それにつ
　　いてどのように考えているか？

等々の質問や意見をいただきました。

総務文教常任委員会
３月２日（第５回）　３月定例会議議案協議（所管案件）
３月15日（第６回）　道内所管事務調査（５/18～20）
　　　　　　　　　夕張・札幌・古平・仁木

産業厚生常任委員会
３月１日（第９回）　３月定例会議議案協議
　　　　　　　　　　　　　　　　　（所管案件）

議会広報常任委員会
３月９日（第１０回）　１９５号企画編集会議
３月17日（第１１回）　１９５号記事企画編集会議
４月７日（第１２回）　１９５号ゲラ原稿の校正
４月21日　校了　
５月１日　発行

議 会 運 営 委 員 会
１月27日㈭～３月17日㈭の間に９回（第15回～第23回）
の委員会を開催しました。

・１月臨時会議・３月定例会議の議事日程
・議会モニター・新型コロナ対応マニュアルなど

議会モニター
懇 談 会

１月１９日

議会モニター
定例会議前の
説 明 会
３月１１日

議会モニター
懇 談 会

４月７日
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●広報や新聞折り込みなどの紙媒体に加え、
　ホームページ
　ほっとメール@しゃり
　ＳＮＳ
など、時代に合わせ導入されてきました。
今後はさらに「公式ＬＩＮＥ」も加わる予定です。
町民誰にも、必要な情報が届き、情報弱者が置いて
きぼりにならないように取り組んで欲しいですね。

情報共有といっても、なかな
か発信と受け手・課題の多い
情報発信です。

幅広い年代へ速やかに情報提
供するためには、様々なツー
ルの活用が必要です。
　今、定例会議でも、進化す
るツールに、ついていけない
方への対応を問う質問、町民
が求める情報発信などについ
て多くの質問がありました。

発行：斜里町議会　〒099ー4192　斜里町本町12番地　☎（0152）26−8392［直通］　編集：議会広報常任委員会

Facebook ホームページ

斜里町議会 で検索

◦Facebookで議会の情報を発信中!
◦ホームページでは、議会インターネット

中継、録画配信・会議録、広報も見るこ
とができます。

http://gikai-sharitown.net/index.html

追跡!あの質問・その後は？あの質問・その後は？
町の情報発信ツールの進化に注目！

一般質問・答弁の「検討します」は
その後どうなったのでしょう？

町民への情報提供のあり方については、これまで長い
時間の中で、各議員が質疑や一般質問を通して指摘し
行政と議論を重ねてきました。

議会広報・どうですか？
　子どもが生まれてから子育てに関わ
ることが気になるようになり、毎回目
を通しています。ゆっくり読む時間は
取れませんが、一般質問されたことの
結果がどうなったか気になりますね。
　それと、コロナ禍で仕方ないかもし
れませんが、議員さんの写真はマスク
無しでもいいのではないでしょうか。

議会を傍聴したことは
　　　　　　　ありますか？
　議場が役場３階ではなく、どこか他
の場所にあるのかと思っていました。
　なかなか議場に行く機会はないと思
いますが、インターネット中継は見て
みたいです。
　録画が見られるＱＲコードはとても
良いですね。もっと大きくアピールし
てもいいのでは。

斜里町に住んでみてどうでしょう？
　生まれは東京で、千葉、大阪で育ち、 
大学から北海道に住んでいます。斜里町
はやはり自然が豊かできれいですね。 
人口が少ない分、色んな人と繋がってい
ける良さがあると思います。ただ皮膚科、
耳鼻科の通院は遠いなあと感じます。

子育てをして感じることは？
　子育て支援センターや児童館、図書館
など、子どもと利用できる施設がきれい
で充実していると思います。その割に利
用者が少ないと感じます。
　妊娠中からこうした施設に足を運んで
みるのも良いきっかけになるのでは。
例えば母親学級の会場にしても楽しそう
ですね。
　コロナ禍で施設が休館になった時はど
こにも出かけられず辛かったです。予約
制でも開けてくれた時はホッとしました！

●広報や新聞折り込みなどの紙媒体に加え、
　ホームページ
　ほっとメール@しゃり
　ＳＮＳ
など、時代に合わせ導入されてきました。
今後はさらに「公式ＬＩＮＥ」も加わる予定です。
町民誰にも、必要な情報が届き、情報弱者が置いて
きぼりにならないように取り組んで欲しいですね。

情　報
INFORMATION

町の情報発信ツールの進化に注目！

小
こ

木
き

戸
ど

　萌
めぐみ

 さん

中斜里在住　
リトミック（音楽教育）
講師のかたわら農家で
アルバイトも。
５歳女児を育てる３０代
のママ。 

子育て施策が気になります まちの声まちの声


